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　組合員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととご拝察申し上げます。さて、私事ですが、
このたび過日の理事会におきまして、志鷹前組合長の後任として、理事の皆様からのご推挙をいただき、
代表理事組合長に就任することとなりました。お受けいたしました責務の重大さを感じ、身の引き締ま
る思いであります。平成 30 年４月から副組合長理事として前組合長と二人三脚で組合運営に携わらせ
て頂いた経験を活かし、組合発展のため役職員一丸となって鋭意努力いたす所存でございますので、組
合員の皆様をはじめ関係各位の格別のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　さて、我が国の人工林の多くが利用期を迎えており、「伐って・使って・植えて・育てる」という森
林資源の循環利用のサイクルを確立することにより、2050 年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロ
にする「2050 年カーボンニュートラル」の実現のため地域の森林・林業・木材の成長産業化につなげ
ていくことが重要であると考えています。
　また、令和 6年度から森林環境譲与税の制度運用が始まり、組合が担うべき業務として、山林の境
界整備や安定的な木材生産を図ることなどがあります。木材として伐採した後は国の補助制度を活用
し、循環型林業として次の世代に残し、森林のもつ多面的な機能を最大限に発揮できるよう手入れをし
ていきたいと考えています。
　森づくりに注いだ先人の情熱を次世代につないでいくため、組合員の皆様をはじめ、森林所有者と一
緒に健全な森林の育成と地域林業の発展に貢献していく所存です。何卒、前任者同様のご支援とご厚情
を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに組合員並びに関係各位の皆様のご多幸とご健勝を祈念申し上げまして、就任のご挨拶とさせて
いただきます。

就任ご挨拶
立山山麓森林組合
代表理事組合長 平　井　敏　廣

経  営  理  念
～私達は約束します～

1　森林の公益的機能の発揮を推進します。
1　協同の力により、組合員の経済的社会的地位の向上を目指します。
1　森林の適正管理と施業の合理化を通じ、森林の保続培養を推進します。	
1　木材の生産力と販売力の向上により、持続可能な森林経営を目指します。
1　法令を遵守し、公正かつ透明な組織活動を通じ、地域社会への貢献に寄与します。
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立山山麓森林組合通常総代会開催！第25回

第 1号議案　令和 5年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案の承認について	
第 2 号議案　令和 6年度事業計画の設定について		
第 3 号議案　令和 6年度諸手数料の決定について		
第 4 号議案　１組合員に対する貸付金の最高限度額の決定について	 	
第 5 号議案　借入金の最高限度額の決定について		
第 6 号議案　余裕金預入れ先金融機関の決定について	 	
第 7 号議案　役員報酬の決定について	 	
第 8 号議案　役員の退任慰労金の贈呈について

　令和 6年 4月 26 日立山山麓林業総合センタ－において第 25 回通常総代会が開催されました。
　志鷹新樹組合長（当時）挨拶の後、藤井裕久富山市長 ( 代理・前田理事 )、山崎宗良県議会議員、
松井伸彦富山県	参事・森林政策課長、須沼英俊富山県森林組合連合会長から祝辞を頂きました。
　議長に大山地区の眞田幸正氏を選出し、提出された令和 5年度事業報告、貸借対照表、損益計
算書及び剰余金処分案外７議案が審議され、全８議案が全て原案どおり承認されました。
　総代現在数 200 名のうち出席総代数は 156 名でした。（本人出席 42 名、議決権行使書 114 名）

第 25 回　通常総代会議案

大山地区　眞田幸正	議長志鷹	前組合長

富山県農林水産部
松井伸彦	参事・森林政策課長

富山市役所　農林水産部
理事　前田　剛（富山市長代理）

山﨑宗良　県議会議員

富山県森林組合連合会
須沼英俊　代表理事会長
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　　　　　　令和 5 年度　　貸 借 対 照 表 令和6年2月29日現在

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
資　産　の　部 負　債　の　部
　₁． 現 金、 預 金 外 258,253,848 　₁． 買 掛 金 304,979

流 動 資 産 計 　₂． 未 払 金 16,771,796
　₁． 建 物 257,894,046 　₃． 未 払 い 法 人 税 等 520,500
　₂． 建 物 附 属 設 備 1,172,408 　₄． 未 払 い 消 費 税 4,485,000
　₃． 構 築 物 30,225,554 　₅． 前 受 金 0
　₄． 機 械 装 置 81,487,346 　₆． 賞 与 引 当 金 4,239,100
　₅． 車 輌 運 搬 具 61,322,074 　₇． 預 り 金 22,551,324
　₆． 工 具 器 具 備 品 11,838,784 　₈． 仮 受 金 0
　₇． 土 地 73,245,792 　 流 動 負 債 計 48,872,699
　₈． 森 林 1,013,950 　₁． 農林漁業資金借入金 0
　₉． 繰 延 資 産 0 　₂． 長 期 借 入 金 0

有 形 固 定 資 産 計 117,747,580 　₃． 退 職 給 付 引 当 金 85,435,150
無 形 固 定 資 産 169,412 　₄． 役員退任慰労引当金 847,000
外部出資その他資産 20,298,000 固 定 負 債 計 86,282,150
そ の 他 固 定 資 産 215,210 純　資　産　の　部
固 定 資 産 合 計 138,430,202 　₁． 出 資 金 68,768,500

　₂． 法 定 準 備 金 64,829,592
　₃． 任 意 積 立 金 75,560,000
　₄． 当 期 剰 余 金 5,628,804
　₅． 前 期 繰 越 剰 余 金 46,742,305

純 資 産 合 計 261,529,201
資　産　合　計 396,684,050 負債・純資産合計 396,684,050

令和５年度　損 益 計 算 書 　(令和5年3月1日～令和6年2月29日)

科　目 小　計 合　計 計
一　　　　般　　　　事　　　　業

指　導 販　売 加　工 森林整備
Ⅰ 事 業 総 損 益 円 円 円 円 円 円 円

1. 事 業 総 収 益 301,562,118 301,562,118 4,877,727 14,702,260 37,616,844 244,365,287
2. 事 業 総 費 用 175,062,555 175,062,555 1,416,894 10,204,235 31,226,110 132,215,316
事 業 総 利 益 126,499,563 126,499,563 3,460,833 4,498,025 6,390,734 112,149,971

Ⅱ 事 業 管 理 費
1. 人 件 費 97,403,854 97,403,854 3,575,494 4,748,795 9,400,000 79,679,565
2. 旅費・交通費 1,702,872 1,702,872 27,544 83,021 212,416 1,379,891
3. 事 務 費 1,287,557 1,287,557 20,826 62,773 160,610 1,043,348
4. 業 務 費 1,968,179 1,968,179 31,835 95,956 245,511 1,594,877
5. 諸 税 負 担 金 3,684,635 3,684,635 59,598 179,639 459,621 2,985,777
6. 施 設 費 14,091,735 14,091,735 227,932 687,024 1,114,238 12,062,541
7. 雑 費 989,695 989,695 16,008 48,251 123,455 801,981
事業管理費計 121,128,527 121,128,527 3,959,237 5,905,459 11,715,851 99,547,980
事 業 利 益 5,371,036 5,371,036 △	498,404 △1,407,434 △5,325,117 12,601,991

Ⅲ 事 業 外 損 益
1. 事 業 外 収 益 456,179
2. 事 業 外 費 用 87,000
事 業 外 損 益 369,179
経 常 利 益 5,740,215

Ⅳ 特 別 損 益
1. 特 別 利 益 409,090
2. 特 別 損 失 1
特 別 損 益 409,089
税引前当期利益 6,149,304

法人税・住民税及び事業税 520,500
当 期 剰 余 金 5,628,804
前期繰越剰余金 46,742,305
当期未処分剰余金 52,371,109

令和５年度　剰余金処分案
科　目 内　訳 小　計 合　計

Ⅰ 当期未処分剰余金
⑴当期剰余金 5,628,804
⑵前期繰越剰余金 46,742,305 52,371,109

Ⅱ 剰余金処分額

1. 法定準備金 当期剰余金
の 1/5 以上 1,126,000

Ⅲ 次期繰越剰余金 51,245,109
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　森林・林業と無縁の異業種から入組した私は、未知な知識や技術
に新鮮な驚きや感心する毎日です。森や山など森林組合ならではの
知識や機械操作に触れるやりがい溢れる機会を得て、技術・知識双
方の面でしっかりと身に付け、与えられた技師の肩書きに恥じな
い、組合員の皆様から信頼される技術者になれるよう努力していき
ます。

　私は前職の自然公園の管理運営業務で樹木伐採や除草などの作業
経験はありましたが、いざ森林組合の現場に立ってみると、森林調
査や測量、庭木の伐採の他にも、加工場での木道などの木製品作り
など初めての内容も多く、自分の経験不足を痛感する毎日です。よ
り幅広く組合に貢献すべく積極的に技術・知識を学び、精進してま
いりますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　今年の 4 月から採用となりました出水美緒です。私の取り柄は
元気と笑顔です。「笑う門には福来る」を座右の銘に、笑顔を忘れ
ず仕事に励んでおります。未経験の業種ですが、何事にも果敢に挑
戦し皆様に 1 日でも早く名前と顔を覚えてもらえるよう一生懸命
精進し、森林組合に貢献していきたいと思います。
　今後ともご指導の程よろしくお願いいたします。

事業部企画課技師　懸高　央己 		さん　　（22歳）

事業部企画課技師　磯貝　優介 		さん　　（24歳）

総務部総務課庶務係書記　出水　美緒  		さん　　（40歳）

新 入 職 員 の 紹 介

事業部企画課課長

　川井　　滋		さん
　柴垣　　勝		さん

令和5年度 全国森林組合代表者大会
功労者表彰（現場技能者）永年勤続表彰（30年）
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立山山麓森林組合　組織図

役 員 の 紹 介

令和₆年₄月26日現在
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※役員任期　令和₆年₄月26日から令和9年通常総代会まで

令和６年４月26日の組織役員会にて、下記のとおり新しく役員が就任されました。



6

「施業費用を抑えるポイントは地域全体で施業の集約化に取組むことです
お気軽に皆様の地域の総意を森林組合へお聞かせください」

　成長し過密になった木を伐採し、明るく健全な森林を目指します。
（材の搬出など必要に応じ、森林作業の開設も行います）

　主伐施業地に花粉の少ない苗木を再造林することで、適切な森林の循環利用による整備を行い、花粉
の少ない森林を目指します。

　里山林内の見通しを良くすることで、野生動物との棲み分けや景観保全を目指します。

※国や県などの森林整備事業を利用する場合は、定められた採択要件及び事業期間があります。
※事業により、事業内容や補助形態など変更になる場合があります。

地域の状況に応じた 森林整備の実施を目指しています
立山山麓森林組合では

間伐等の施行

優良無花粉スギ「立山 森の輝き」などの植栽・保育

里山再生・荒廃した竹林の整備

【上市町釈泉寺地区】
間伐

【富山市大清水地区】
優良無花粉スギ
植栽後の下刈り

【立山町日中地区】
竹林整備
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施工前

ドローンにて上空より森林状況を調査する職員
※ドローン国家資格「二等無人航空機操縦士」を取得

施工後

施工後

集落の住民一体となって、里山の整備をしませんか。

（里山再生整備事業）

　手入れの行き届かない竹林の整備
などをすることによって、熊対策に
なります。

■森林調査や測量の効率化を図るため、無人航空機ドローンの導入
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立山町農林課からのお知らせ

立山町農林課長　佐伯　悦野
　

　令和 5年 6月 28 日立山町東谷地区から大辻山までの中山間地域を襲った豪雨は降り始めから約 3時
間で 131.5 ミリの雨量を記録しました。これは積乱雲が同じ場所で連続して形成されるバックビル現象
が原因とされ、さらに翌 7月 12・13 日には、3時間で 150 ミリ越える豪雨が降り、県内で初めての線
状降水帯が観測されたと富山地方気象台が発表いたしました。
　この豪雨により当町が管理する林道において、14路線、170 か所が被災し全体の事業費が 19億円を
超える大災害となりました。今後は準備ができ次第、復旧工事に着手してまいります。
地元の皆様をはじめ、立山山麓森林組合、林業従事者の皆様方のご理解とご協力を賜りますようよろし
くお願い申し上げます。

林道　14 路線　170 箇所　　全体事業費　19.4 億円

立山町林道災害復旧事業について  
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間 伐 実 施 例
令和５年度に搬出間伐を実施した場所

富山市牧野　前

立山町芦峅寺　前

富山市牧野　後

立山町芦峅寺　後

全国銘木展示大会（岐阜県で開催）
役員視察研修

　研修室にて資料説明を受けた後、銘木を見て触れました。
写真に載っている原木・製品のほとんどが売却成立する見
通しとのこと。

　第 65回全国銘木展示大会のため、全国各所から集められた銘木を視察しました。岐阜県の市場は全
国的にも 3指に数えられる銘木専門市場として評価されており、特にケヤキの取扱高は原木、製品と
も全国一の市場です。毎月開催されている市日には全国から
500～700 人の顧客が来場しています。

神代杉や屋久杉などの銘木は数百万円
で競りに掛けられていました。




